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1. 序論 

日本語には助詞という品詞がある。助詞は様々あり、その一つ

には接続助詞がある。（ 富田 1998:68) によると接続助詞は文の節と節

を接続する助詞で、主に用言に付く。 

この研究は接続助詞として～たり～たりを解説する。～たり形

は動詞、形容詞、形容動詞、名詞がある。～たり形は三つに分類する

ことができる。～たり形の意味はいくつかの活動を表すこと、～たり

形の意味は状態の対立を表すこと、～たり形の意味は様々な状態を表

すことである。 

2. 本論 

2.1  ～たり形の意味はいくつかの活動を表す。 

例文： 

１．楽器を演奏したり, 歌を歌ったりします。(NPN 7,1999:28)    

２．部屋に閉じこもって 歌ったり、踊ったりする. (JN11, 2005:42) 
３．カニは穴を出たり、入ったりします。(SKN01,1985:13) 

 
その例文１－３に～たり形は主に動詞に付く。～たり形の

意味はいくつかの活動を表す。 

 

2.2  ～たり形の意味は状態の対立を表す。 

例文： 
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４．変な人が家の前を行ったり, 来たりして気味が悪かったです。

(KNO03,2010:14) 
 

５．その店の価格は安かったり、高かったりします。(NPN27, 
2003:14) 

 
 

６．入口は右だったり, 左だったりです。(JN11,2005:23) 

 

その例文４に～たり形は主に動詞に付いて、例文５に～た

り形は主に形容詞に付いて、例文６に～たり形は主に名詞に付

く。例文４－６に～たり形の意味は状態の対立を表す。 

 

2.3   ～たり形の意味は様々な状態を表す。 

例文： 

７． にぎやかだったり、急におとなしい性格になったりと、とて

もデリケートなの。(PCL06, 2005:135) 
 

８．部分によってピンク色が濃くなったり、黒ずんだり, 形が変わ

ったりすることも。(PCL06, 2005:135) 
 

９．私の肌はオイリーだったり、乾燥だったりします。  
(ACN10,2010:371) 
 

その例文７に～たり形は主に動詞に付いて、例文８に～た

り形は主に形容詞に付いて、例文９に～たり形は主に名詞に付

く。例文７－９～たり形の意味は様々な状態を表す。 
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3. 結論 

日本語文章の中で～たり形の使用は三つに分類することができ

る。それは動詞と形容詞と名詞である。意味も分類によって様々ある

。～たり形の意味はいくつかの活動を表して中の文は動詞 がある。～

たり形の意味は状態の対立を表して 中の文は動詞と形容詞と名詞があ

る.。～たり形の意味は様々な状態を表して中の文は動詞と形容詞と名

詞 がある。 
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